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秋田県立男鹿海洋高等学校 生徒心得 

 

（生活の目標） 

第１条  生徒は次の各項を厳守して、本校生徒としての品位を傷つけるような行為のない     
      よう努力しなければならない。  

（校内での礼儀） 

第２条  校内での礼儀については、次のとおりである。  

        (１)職員・来賓に出会ったときは、礼を欠くことのないように心がける。  

        (２)生活態度・言葉遣いは特に注意し、品位を失わないように心がける。  

       (３)授業開始のチャイムが鳴る前に着席し、学習の準備をする。また、授業の始      
         めと終わりにはチャイムを合図に全員起立をしてあいさつを行う。  

        (４)集合のときは敏速に行動し、私語を慎しみ秩序を乱さないようにする。  

       (５)遅刻・早退などで授業中教室に出入りするときは、静粛を乱さぬようにする      
         とともに、必ず教科担任に許可を得る。  

        (６)欠席・欠課・遅刻・早退の場合は、遅滞なく学級担任等に連絡する。  

        (７)校舎内外の環境美化に努め、教室内等の私物の整理整頓には常に留意する。 

        (８)校舎内外の備品は丁寧に取り扱う。もし誤って破損した場合は、届け出ること。  

        (９)学習上不必要なものは持参してはならない。  

        (10)所持品の紛失・遺失あるいは拾得物があった場合は、担当職員に届け出ること。  

        (11)金銭の貸借はしてはならない。  

（校外での礼儀） 

第３条  校外での礼儀については、次のとおりである。  

          (１)常に高校生としての品位をわきまえ規範意識をもって行動する。  

         (２)交通ルールを守り、自分や周囲の人の安全に留意する。  

        (３)高校生としてふさわしくない場所へ出入りしてはならない。  

        (４)夜間はみだりに外出してはならない。  

        (５)校外生活において事故が生じた場合は、速やかに学校に連絡する。  

        (６)家族以外の自動車・バイクへの同乗は原則禁止する。  

（登下校） 

第４条  登下校については、次のとおりである。  

        (１)ＳＨＲ実施前までに教室へ入る。 

          (２)通学途中において、公衆道徳を守り、高校生としての品位ある態度を失わない。  

          (３)登校後、勝手に校外に出ない。やむを得ず校外に出る場合は学級担任又は関  

            係職員の許可を受ける。  

         (４)部活動等を除き、放課後はすみやかに下校する。居残る場合は、学級担任又  

            は関係職員に理由を告げ許可を受ける。  

（服装） 

第５条  登下校の際は、学校指定の制服を着用する。  

    ２  基準は別に定める。  

（身だしなみ） 

第６条  高校生らしい頭髪とし、必要のない装飾をしてはならない。 

    ２  基準は別に定める。  

（異装） 

第７条  特別な事情により異装をする場合は、許可願を提出し、学校の許可を受ける。  

（試験） 

第８条  試験において不正行為があったと認められた者は、懲戒の対象とする。  

（団体・集会・印刷物・刊行物）  

第９条  団体・集会・印刷物・刊行物については、次のとおりである。  

        (１)団体を組織し、又は集会を催す場合は、あらかじめ目的・日時・場所を記し  

            て学校の許可を受ける。  

         (２)校内外で印刷物などの発行・配布・観覧、又は広告を掲示しようとする場合  

            は、あらかじめその内容を明らかにし学校の許可を受ける。  

         (３)校外の団体などに加入しようとする場合は学校の許可を受ける。  

（スマートフォン・携帯電話等）  

第 10 条  スマートフォン・携帯電話等については、次のとおりである。  

        (１)校外においては、マナーをわきまえて正しく使う。  

         (２)列車内や病院など、公共の場所での使用マナーを守る。  

         (３)登校後は学校に預け、校内での使用は原則禁止する。 
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         (４)有害なサイトは利用してはならない。  

         (５)書き込み等による誹謗中傷行為をした場合は、懲戒の対象とする。  

（交通安全） 

第 11 条  本校生徒としての本分をよく自覚し、交通法規及び交通道徳を遵守し交通安全に  

        努める。 

  ２  交通機関を利用するときは、他の乗客の迷惑になる行為及び定期券の不正使用等  

        不正行為をしてはならない。  

  ３  自転車については、次のとおりである。  

        (１)通学に使用する場合は、指定のステッカーを貼る。  

         (２)交通ルールを守り、二人乗りや並走をしてはならない。  

         (３)車体への必要のない加工や改造をしてはならない。  

         (４)夕方以降は、灯火を点灯して運転する。  

          (５)冬季に指定する一定期間は運転してはならない。  

  ４  バイクについては、次のとおりである。  

         (１)バイクの運転免許証の取得は禁止する。  

  ５  自動車学校入校及び免許取得等については、次のとおりである。 

         (１)自動車学校へ入校し、自動車運転免許証を取得しようとする者は、保護者又  

            は保証人連署の許可願を提出し、許可を受ける。  

      (２)自動車免許証取得のため自動車学校へ入校できるのは、３年生の２学期以降  

            とする。 

          (３)自動車運転免許証を取得した場合は、保護者又は保証人の責任のもとで管理  

      する。 

       (４)過去に交通関係で指導を受けた者に対しては、入校許可を遅らせることがある。  

（アルバイト） 

第 12 条  アルバイトについては、次のとおりである。  

        (１)特別な場合を除き、長期休業中以外は禁止とする。  

         (２)保護者又は保証人の責任のもとに学年の同意を得てから、アルバイト許可願  

      いに金銭の使途など、目的を明瞭に記入し、生徒指導部に提出し許可を受ける。  

         (３)学業を最優先し、学校行事、臨時の出校日、指導や補習等の際には必ず出校  

      する。 

         (４)次の事項に該当する場合は原則許可しない。  

           ①学業不振、授業態度や整容を含む学校生活上問題がある場合、及び健康上問  

      題がある場合  

           ②懲戒処分解除の日から、６ヶ月を経過していない場合  

           ③就業時間が８時間を超える場合や、帰宅時間が午後９時を超える場合  

            ④酒類の提供を主とする飲食店や、勤務内容が接待行為にあたる場合  

            ⑤その他、高校生としてふさわしくないと思われる業種の場合  

          (５)許可後に上記内容等に該当した場合は、許可を取り消す。  

          (６)無許可アルバイトは懲戒の対象とする。  

          (７)特別な場合については、審議して決定する。  

（旅行） 

第 13 条  旅行（宿泊を伴う）をする場合は、原則として「旅行届」を提出する。  

  ２  原則として保護者又は保証人の監督下で旅行する。  

（禁止事項） 

第 14 条  懲戒処分等の対象については、次のとおりである。  

         (１)器物損壊 

         (２)不健全娯楽場への入店  

         (３)深夜徘徊、無断外泊、家出  

          (４)バイク、四輪の無断免許取得及び運転、同乗  

          (５)飲酒喫煙、薬物乱用  

          (６)窃盗、万引き、占有離脱物横領  

          (７)いじめ、暴力行為、威圧行為、恐喝、金品強要  

          (８)性に関する問題行動  

          (９)授業妨害、迷惑行為、教職員に対する暴言  

        (10)誹謗中傷、他人の画像の無断掲載 

          (11)無許可アルバイト  

          (12)その他、問題行動及び不適切行動等  

           ※ 飲酒、喫煙、薬物乱用等の同席、いじめ、暴力行為、威圧行為、恐喝等の傍  

      観も懲戒処分となり得る。  
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服装基準 

（男子制服） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（女子制服） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

頭髪基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


